
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部３・４年生「日常生活の指導」 

食堂や教室の清掃活動に毎日取り組んでいます。食堂の清掃は，低学年の時から取り組んでいるので，ぞうきん

の用意，床拭き，椅子下ろしの仕事を見通し持って，自主的に取り組む子が増えてきました。今年度から始めた教室

清掃は，自在ぼうきなどの道具の使い方を練習中で， 

まだぎこちない面がありますが，清掃後にもらうシール 

を励みに頑張っています。「教室がきれいになったよ。」 

「ありがとう」と言葉を掛けると，笑顔を浮かべてい 

ます。日々の取り組みの中で，みんなのために働こうと 

いう気持ちと仕事をする力を身に付けていきたいです。  

進路だより 
 第２号  令和４年６月２４日 

宮 城 県 立 石 巻 支 援 学 校 

進 路 指 導 部 

 学校がスタートし二か月が経過しましたが，この間，保護者の皆様には，進路指導に関する説明会や各種調査に御

協力いただきありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

 進路だよりでは各学部の進路指導に関係の深い学習を紹介します。進路指導との関連で「発達段階における育て

たい力」につきましては，「進路の手引き」を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部「作業学習がはじまりました」 

中学部の作業学習では，「木工班」と「工芸班」の二つの作業班に分かれて学習しています。様々な仕事には工程

があることを体験的に理解し，作業学習に必要な集中力や，丁寧に仕事をする大切さなどをねらいとしています。 

木工班では，桜の木を扱った作品作りに取り組みます。作業のはじめとして，木の採寸，のこぎり引き，やすり掛けな

どをして材料の準備をしています。工芸班では，牛乳パックを材料にして 

作品作りに取り組みます。牛乳パックのラミネートを「剥がし」，乾かして 

から「ちぎる」の工程を経て，ミキサーにかけ，紙すきの原材料を作ります。 

１２月には，「作業作品販売会」があります。是非，お越しください。 

 

高等部 前期現場実習での校内実習（５／３１[火]～６／１７[金]） 

高等部では，働く意欲や態度を養うことをねらいとして，前期現場実習／校内実習に取り組みました。校内実習で

は，「ハート・ステーション」（Ａ課程），「リサイクルステーション・イシシ」（Ｂ課程），「ＲａｇＴａｌラグタル」（Ｃ課程），と３

つの班に分かれて実習をしました。各班を施設事業所や会社と設定し，Ａ課程では，一閑張（いっかんばり）（紙漆細

工）や集団レクリエーション，Ｂ課程では農作業，シュレッダー屑での緩衝材作り，Ｃ課程では外部委託作業，雑巾作

り，ＰＣ入力などの作業をしました。 

実習期間中は，いつもより長めの 

作業時間でしたが，達成感，成就 

感を感じながら集中して取り組む 

様子が見られました。 
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 進路だよりでは，高等部卒業後の進路についても紹介していきます。卒業生の多くは「施設」※を利用しています。  

※施設・・・「福祉サービスを提供する事業所」を，「施設」と呼んでいます。 

卒業生が利用している福祉サービスは次の種類があります。「進路の手引き」の８～１０ページも合わせて御覧ください。 

福祉サービス 内      容 

生活介護 
常に介護を必要とする方に，施設で，入浴，排せつ，食事等の介助を行います。また，創作的・生産的

活動も行います。  

自立訓練 
自立した日常生活や社会生活ができるよう，一定期間，身体機能や生活能力の向上のために必要な

訓練を行います。 

就労継続支援

Ｂ型 

通常の事業所に雇用されることが困難な就労経験のある方に対し，生産活動の機会の提供や知識

及び能力向上のために必要な訓練などを行います。（雇用契約無し） 

就労継続支援

Ａ型 

企業等に就労することが困難な障害のある方に，生産活動の機会の提供や知識及び能力向上のた

めに必要な訓練などを行います。（雇用契約あり） 

就労移行支援 
企業等での就労を希望する方に，一定期間，生産活動や職場体験などの機会の提供，就労に必要な

知識や能力の向上のために必要な訓練，就労に関する相談や支援を行います。 

 

…上の福祉サービスのうち，今号では「生活介護」について 

「介護」と聞くと，ちょっと抵抗を感じるかもしれませんが，「介護」を「支援」という言葉に置き換えてみてください。生活面に

おける食事・排せつ・着替え等を支援するサービスです。卒業生は，生活面での支援を受けながら，軽作業や創作活動等を行

い，集団への適応力を伸ばしたり，経験を増やしたりして，有意義な社会生活を送っています。 

昨年度の卒業生が利用している施設は次の４カ所です。☆（ ）ページは「石巻圏域障害福祉サービス事業所ガイドブック」

のページです。詳しくはガイドブックを御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜・さくら 【石巻市蛇田】 ☆２９ページ 

活動内容…創作活動・塗り絵・カラオケ・買い物 

     地域清掃・音楽活動       等 

 

 

 

 

 

第二ひたかみ園 【石巻市蛇田】 ☆３３ページ 

活動内容…身体機能維持（動作法）・空き缶分別 

     レクレーション・軽運動 等 

つくし 【石巻市鹿又】 ☆３５ページ 

活動内容…さをり織り・缶つぶし・新聞折り 

     菓子製造・レクレーション・軽運動 等 

 

 
みらい 【東松島市筒場】 ☆４９ページ 

活動内容…散歩・体操・創作活動・花植え 

     シール貼りなどの軽作業          等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護の施設 

小・中学部は運動会を終え，高等部では前期の現場実習が終了しました。学習してきた成果を発表したり，

担った役割をしっかり果たしたりと，子供たちはいつもと違う場面でも，持てる力を精一杯発揮していまし

た。この経験が次へのステップに繋がっていったらいいなと願っています。  

                  その２：きまりを守る。 

（「きまり」があることで私たち自身も守られています。「手をつないで歩く。」「ゲームは１日〇分まで。」 

「座って話を聞く。」小さなきまりや約束を学校や家庭で守る。そして褒められる。この積み重ねの経験が，

社会のルールを守ることにつながっていくと思います。）               文責 千葉香子 

夢へのいっぽ 

今からできる進路への取り組み 
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